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学習段階
課題の設定

【思考⼒・判断⼒】
仮説⽴案

【思考⼒・判断⼒】
検証・情報の収集

【知識・技能・主体性】
整理・分析（考察）
【思考⼒・判断⼒】

まとめ・表現
【技能・表現⼒】

活⽤Ⅱ

■検証結果を受けて、新たな
問いを⽴てる（課題の⾒直し
をする）ことができる。

■検証結果を受けて、適切に
仮説の⾒直しをすることがで
きる。

■仮説を満⾜させる実験・検
証・情報の収集を効果的に⾏
うことができる。
■⼊⼿した/する情報が問いの
解決に有⽤かどうか判断でき
る。

■複数の情報を有機的に結び
付けた独⾃の考察を展開して
いる。
■⾃論の妥当性を客観的に判
断できる（論の不備に気づい
たり、今後の研究課題を設定
したりする）。
■課題・仮説・検証に⼀貫性
がある。

■効果的に図表等を⽤いて、
聞き⼿・読み⼿に配慮した
「説明」ができる。
■質疑応答に適切に対応でき
る。
■発表形式の変化に対応でき
る。

活⽤Ⅰ

■発表対象と研究⽬的が明確
で、具体的な（５W２Hの質問
に耐えられる）課題を設定で
きる。
■様々な先⾏事例を参照する
ことができる。

■次の4点を踏まえて、具体的
な仮説を設定することができ
る。
①問いに適合するか
②意⾒を展開できそうか
③根拠を集められそうか
④実現・実施可能か

■仮説に関連のある実験・検
証⽅法と計画を考えることが
できる。
■多様な情報源に⾃主的にア
クセスできる。

■ある程度客観的な考察を展
開できる。

□論理性が弱い（データの不
⾜や分析の⽢さやによる）
□課題・仮説・考察の関連性
に無理がある。

■⼗分な情報量と構成を持っ
て表現できる。
■発表の際は原稿の⾳読では
なく、「説明」ができる。

習得

■課題の概念を理解してい
る。
□少し調べれば解決できるよ
うな問い、または漠然とした
問いしか設定できない。
□事実や背景の確認にとどま
り（新聞・ニュースを⾒る
等）、それ以上の問題意識・
洞察がない。

■仮説の概念を理解してい
る。
□漠然とした仮説（仮の答
え）しか設定できない。
□⽴てられた仮説は単なる思
いつきによるものである。

■初歩的な「調査や実験」な
らばその⽅法を理解し、実施
できる。
□計画性がない
□場当たり的な情報収集を繰
り返す。
□調べるべき情報とその意味
が理解できていない。

■⾃分なりの考察はできる。
□独りよがりな考察である。
□課題・仮説・検証に関連性
がない。
□漠然とした理想論にとどま
る

■ある程度であれば表現がで
きる。
□内容が不⼗分である。
□情報がまとまっていない
（単なる情報の羅列にとどま
る・ポイントが不明瞭であ
る）
□発表の際は、原稿の「⾳
読」が主である。

未習得

■課題の概念が理解できな
い。
□課題（探究学習）に意味づ
けができない。
□「テーマ」から「課題」に
移⾏できない。
□実⾏・実現の可能性を考慮
に⼊れない課題を設定してい
る。

■仮説の理解がない。
□仮説を⽴てることができな
い。

■検証ではなく、「調べ」に
なっている。
□課題・仮説に関係のないこ
とを調べている。
□情報源がかなり限られてい
る。
□費⽤（時間）対効果が低
い。

■考察ができない。
□引⽤や受け売りに終始す
る。

■探究学習の成果としての表
現ができないか、できたとし
ても未熟である。
□独⾃の考察や検証結果が盛
り込まれていない（第三者が
⾏った調査をそのまま、ある
いは少しの加⼯を加えて表現
するにとどまる）。
□情報の出所が不明である。
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例 課題の設定
【思考⼒・判断⼒】

仮説⽴案
【思考⼒・判断⼒】

検証・情報の収集
【知識・技能・主体性】

整理・分析（考察）
【思考⼒・判断⼒】

まとめ・表現
【技能・表現⼒】

活⽤Ⅱ
活⽤Ⅰ
習得 ① ①
未習得

探究学習は⻘⾼⼒の「知⼒・学⼒」、「課題発⾒⼒」、「論理的思考⼒」、「課題解決⼒」、「原因分析⼒」、「受信発信⼒」、「協働⼒」、「⾏動⼒」、「⾃⼰実現⼒」に対応


